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整
備
が
進

整
備
が
進
むむ

　
現
在
、
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
う
ち
、
養
父
市
八

鹿
町
高
柳（（
仮
称
）八
鹿
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）か
ら
、
朝
来
市
和
田
山
町
 市
御
堂
 （和

い
ち
み
ど
う

田
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）ま
で
の「
和
田
山
八
鹿
道
路
（
　
・
７
㌔
）」の
早
期
開
通
に
向

１３

け
て
整
備
中
で
す
。

　
今
回
は
、
養
父
市
内
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

養
父
市
内
の
工
事
の
進

養
父
市
内
の
工
事
の
進
捗捗
状状
況況

　
養
父
市
域
で
行
わ
れ
て
い
る
主

な
工
事
と
し
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
の

掘
削
が
３
箇
所
、
橋
梁
工
事
が
３

箇
所
、
新
設
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
工
事
が
２
箇
所
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
和
田
山
八
鹿
道
路
と
国
道
９
号

が
、
接
続
す
る
八
鹿
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
は
、
現
在
、
河
川
工

事
の
発
生
土
や
他
工
区
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
で
発
生
し
た
岩
石
な
ど
を

再
利
用
し
、
大
規
模
な
盛
土
工
事

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
八
木
川
を
渡
河
す
る
ラ
ン
プ
橋

に
も
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

　　　
和
田
山
八
鹿
道
路
の
中
で
最
も

長
い
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
八
鹿
ト
ン

ネ
ル
は
、
平
成
　
年
７
月
よ
り
、

２１

北
側
か
ら
ト
ン
ネ
ル
本
体
の
掘
削

を
始
め
て
お
り
、
　

月
末
で
約
６

１１

％
の
掘
削
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八鹿トンネル北側坑口

H２１．１１撮影

H２１．１１撮影

建設が進む八鹿インターチェンジ
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【シリーズ】整備が進む北近畿豊岡自動車道

　
ま
た
ト
ン
ネ
ル
南
側
坑
口
付
近

で
は
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
県
道
養
父
山
崎

線
を
 跨
 ぐ
仮
設
道
路
の
建
設
を
す

ま
た

す
め
て
お
り
引
き
続
き
、
建
設
機

械
が
作
業
す
る
た
め
の
作
業
ヤ
ー

ド
を
完
成
さ
せ
、　
平
成
　
年
１

２２

月
よ
り
ト
ン
ネ
ル
本
体
の
掘
削
工

事
を
始
め
る
予
定
で
す
。

　　　
八
鹿
ト
ン
ネ
ル
南
側
に
続
く
大

屋
川
橋
で
は
、
現
在
、
陸
上
部
分

の
橋
梁
下
部
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
　
年
１
月
か
ら

２２

は
大
屋
川
の
一
部
を
締
め
切
っ
て

河
川
内
で
の
下
部
工
事
を
始
め
る

予
定
で
、
平
成
　
年
４
月
に
下
部

２２

工
事
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　　
養
父
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
、

交
差
す
る
道
路
の
た
め
の
通
路
を

先
行
整
備
し
て
お
り
、
今
後
、
現

道
を
迂
回
さ
せ
な
が
ら
盛
土
工
事

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
建
屋
川
橋
は
、
上
部
工
・
下
部

工
共
に
す
で
に
工
事
が
終
わ
っ
て

お
り
、
今
後
は
周
辺
工
区
と
タ
イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
舗
装
な
ど
の

工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
畑
ト
ン
ネ
ル
は
、
昨
年
よ
り
ト

ン
ネ
ル
本
体
の
掘
削
工
事
を
開
始

し
て
お
り
、
平
成
　
年
　
月
上
旬

２１

１２

に
は
ト
ン
ネ
ル
本
体
が
貫
通
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
ト
ン

ネ
ル
坑
口
付
近
や
ト
ン
ネ
ル
内
部

の
工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
和
田
山
八
鹿
道
路

全
線
に
渡
っ
て
工
事
を
展
開
し
て

お
り
、
工
事
中
は
、
市
内
で
の
工

事
車
両
の
通
過
や
工
事
機
械
に
よ

る
騒
音
な
ど
地
域
の
皆
様
に
は
、

大
変
な
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

ま
す
。
和
田
山
八
鹿
道
路
の
早
期

開
通
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※
橋
梁
名
、
ト
ン
ネ
ル
名
は
仮
称

で
す
。

　◆お問い合せ先◆

国土交通省豊岡河川国道事務所

工務第二課・調査第二課（緯０７９６権２６権２３５６）

豊岡河川国道事務所ホームページ

http://www.kkr.mlit.go.jp.toyooka/

豊岡河川国道事務所携帯ホームページ

http://maruyama9-bosai.go.jp/

八鹿トンネル南側抗口付近

H２１．１２撮影

H２１．１２撮影

大屋川橋付近

　　　
畑
川
橋
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
下
部
工
事
を
進
め
て
お
り
、

完
成
後
は
、
上
部
工
の
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
上
谷
ト
ン
ネ
ル
は
、
平
成
　
年
２１

８
月
に
貫
通
し
、
現
在
で
は
、
ト

ン
ネ
ル
周
辺
で
の
大
規
模
な
盛
土

や
切
土
の
工
事
　
万
逢
を
行
っ
て

５３

い
ま
す
。　

　　上谷トンネル

H２１．１２撮影

上谷トンネル周辺の大規模土工

H２１．１２撮影

H２１．１２撮影

建屋川橋・畑トンネル北側坑建屋川橋・畑トンネル北側坑口口畑川橋下部

H２１．１２撮影


